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COOL JAPAN FOREST（クールジャパンフォレスト）構想
推進事業（事業費総額 4,881万2千円）

KADOKAWAの構想に国の交付金を活用
沢市議会の平成27年第3回定例会は9月1日から25日まで開催され、一般会計

補正予算をはじめとする全ての市長提出議案が可決・承認されました。

（※平成26年度決算については、閉会中の決算特別委員会にて審査）

主な議案の内容としては、COOL JAPAN FOREST構想推進事業、旧所沢浄化センター

跡地利用プロポーザル事業、企業立地奨励金交付事業、防犯灯補助事業、ふるさ

と応援寄附拡充事業などに係る補正予算が計上されたほか、個人番号（マイナン

バー）制度の実施に係る条例改正等が行われました。

また、メディアでも取り上げられた狭山丘陵（三ヶ島２丁目）での墓地計画に

係る請願については、盛土・急斜面地である計画地の崩落危険性に関する専門家

の調査報告を十分精査することを市に対して求める内容のものでしたが、「趣旨

採択」となりました。
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●所沢市では、株式会社KADOKAWAが旧所沢浄化センター跡地（東所沢和田３丁目）に
建設する工場および公共貢献施設を含めた周辺一帯の景観等について、同社と共同して
「COOL JAPAN FOREST構想」を掲げ、まちづくりを進めている。

●この事業は、基礎調査に基づいて構想を策定するとともに
啓発を行うなど、構想の実現に向けた具体的な取り組みを進
めるもの。なお、事業費については、全額国からの交付金を
活用する。



災害時に備え、
寺社との協力関係を！

東日本大震災の発生をきっか
けに寺や神社等と災害協定を結
ぶなど、協力関係にある自治体
が特に東北地方を中心に増えて
いるときく。本市においても災
害発生時に備え、寺社等との協
力関係の構築について検討して
はどうか？

集会所や近くに公共施設を持
たない自治会等の場合、地域の
寺社等の宗教施設について緊急
的な避難場所として期待する声
もあるのではないかと思う。地
域によっては、寺社との協力関
係の構築が有効となる場合も考
えられ、今後地域防災計画との
整合性、協定を結ぶ効果や課題
等も含めて、研究していきたい。

「ラッピング列車」等の活用で
“所沢ブランド”の推進を！

今年に入って、西東京市、小平市あるいは
清瀬市などの近隣自治体において「ラッピン
グ列車」や「トレインジャック」等の手法を
活用して、自治体のＰＲを行う事例が目立っ
ている。本市においても、ダイアプラン構成
市（入間市・狭山市・飯能市）をはじめとす
る他の自治体との共同による実施も含め、イ
ンパクトのある「ラッピング列車」等の実施
を検討してはどうか？

「ラッピング列車」等の活用について
は、多額の費用がかかるが、市を挙げて
行うイベントなど、市として大きくア
ピールすべきタイミングで効果的に実施
できるか、関係部署とも連携して研究し
ていきたい。また、他の自治体との協同
による実施についても今後ダイアプラン
の観光部会等で研究したい。

旧所沢浄化センター跡地
利用プロポーザル事業
（事業費総額 540万円）

企業立地奨励金
交付事業
（事業費総額 4,757万円）

Q.

Q.

A.

A.

● 旧所沢浄化センター跡地のKADOKAWA社と
の売買契約に基づく代金の精算に当たり、募
集要項作成時に想定していなかった量の汚泥
等があることが判明した。そのため、既存施
設の除却等に伴う追加作業およびその費用の
妥当性を専門的・技術的な視点で審査する必
要が生じたことから、審査の支援を業者への
委託により実施するもの。

●企業立地および設備投資を促進し、地域経
済の発展および雇用機会の拡大を図ることを
目的として平成26年度に制定された「企業立
地支援条例」に基づき、市内の工場等を立地
する事業者に対し、奨励金を交付するもの。

●今回の奨励金の内訳は、「工場等立地奨励
金」（事業者が市内に工場等を立地した場合、
立地に係る土地、建物等に係る固定資産税等
相当額について、納税後3年間交付）が３件、
「雇用促進奨励金」（事業者が工場等の立地
に当たり、新たに市民を雇用した場合、1年
間の雇用後、1人当たり30万円を1回にかぎり
交付）が１件となっている。



上藤沢・林・宮寺間新設道路の早期開通を！

上藤沢・林・宮寺間新設道路
整備事業の進捗状況と今後の見
通しはどうか？

本年６月の入間市議会におい
て、担当部長が「工区ごとに基
本的に５年間の整備計画を作成
し、補助金を要望していくこと
となるため、３工区までの完了
にはおおむね１５年という期間
が必要となる」と答弁していた
が、本市としてはどのように認
識しているのか？

当該道路の第１工区（463バイ
パス～浅間山通り）の所沢市分
（460ｍ）について、現在土地売
買契約の締結に向け、準備を進
めているところである。平成28
年度についても、用地の取得を
進め、29年度・30年度に工事を
予定している。

補助金を活用しての事業であ
ることから、基本的には工区ご
とに５年間の整備計画を作成す
ることになるが、本市としては
宮寺までの開通に向け、できる
かぎり早く整備を進めていきた
いと考えている。

2016年に開催されるリオデ
ジャネイロ・オリンピックにつ
いては、早稲田大学スポーツ科
学部の在学生ですでに代表に内
定している選手も複数いる。

2020年の東京オリンピック・
パラリンピックにつながる取り
組みにもなることから、リオ大
会に係る予算の確保について検
討すべきではないか？

リオデジャネイロ大会に向け、
本市ゆかりの選手を激励し、応
援する取り組みを行うため、情
報収集を進めている。次の東京
大会につながる取り組みであり、
これまで以上に本市を盛り上げ
るため、選手を応援していきた
いと考えており、必要な予算に
ついてはお願いをしていく。

２０１６ リオ五輪等に向け、予算の確保を！

防犯灯
補助事業
（事業費総額 835万7千円）

ふるさと応援寄附
拡充事業
（事業費総額 93万6千円）

Q.

Q. A.

A.

●夜間道路上における市民の犯罪被害の防止
を図ることを目的に自治会・町内会等が設置
し、維持管理している防犯灯について、新設、
器具交換および維持管理に係る費用に対して
補助金を交付するもの。

●本年度、防犯灯のLED化を促進するため周
知を図ったところ、当初の見込みを大幅に超
える申請があったことから、不足分について
増額することになった。

●ふるさと納税制度について、寄附金に係る
控除額の引き上げが行われるとともに、「ワ
ンストップ特例制度」の創設により寄付金控
除の手続が簡素化されたという状況を踏まえ、
「ふるさと応援寄附制度」に関する事業を拡
充することにより、地域経済の活性化や本市
の魅力発信につなげるもの。

●主な取り組みとしては、特産品や市内施設
への招致等の御礼品を提供することやクレ
ジットカード決済の導入など手続の簡略化が
想定されている。



救急患者の受け入れは厳しい状況にあり、埼玉西部消防局の資料によると、所
沢市においては、平成２６年の救急搬送者数１３，５７４人のうち約７％にあた
る９３５人が市内医療機関での受け入れを拒否され、市外の医療機関に搬送され
ているのが現状です。また、今後の更なる高齢化の進展に伴い、急増する救急需
要への対応は喫緊の課題となっています。

埼玉県においては全国一のスピードで進む高齢化に伴う医療需要に対応してい
くために病床の整備が必要であるところ、地域保健医療計画の変更と基準病床数
の改定などが行われ、「地域医療に必要な病床等」を公募することになりました。

そこで、増床に向けて取り組んでいる市内の急性期病院（注：急性疾患や慢性
疾患の急性増悪などで緊急・重症な状態にある患者に
対して入院・手術・検査など高度で専門的な医療を提
供する病院のこと）と連携し、「急性期医療供給体制
の整備充実を求める意見書」を所属会派から提案した
ところ、全会一致で採択されました。この意見書は所
沢市議会の機関意思として、埼玉県知事宛てに提出さ
れました。今後も地域医療の充実に向け、全力で取り
組んでまいります。

【急性期病院の増床に向け、取り組んでいます！】

下記のとおり、市政懇談会（茶話会）を開催いたします。
お誘い合わせの上、お気軽にご参加ください。

● 日 時：１１月２３日（月・祝）１４時～１５時半
● 会 場：荻野泰男事務所（所沢市糀谷1746-1）
● 参加費：無 料（事前申し込み不要。当日直接会場

までお越しください）

※お問合わせ先
０９０－８１１５－３７１５

【お茶でも飲みながら、おしゃべりしませんか？】

市政懇談会の様子

所沢市議会
12月定例会の予定

12月1日(火) ～
24日(木)

※正式な日程は、
11月24日(火)に

決定いたします。

【プロフィール】
● 1970（昭和45）年2月3日、所沢市生まれ。
● 1993年、早稲田大学政治経済学部経済学科卒業。
● 社会保険労務士・ファイナンシャルプランナー（ＣＦＰ認定者）・防災士。
● 2015年4月、所沢市議会議員選挙にて当選（連続３期）。現在、広聴広報委員会委員長・

市民文教常任委員会委員・議会基本条例改定に関する特別委員会委員。
● NPO法人「田中秀征の民権塾」塾生・所沢商工会議所青年部会員・所沢明生病院地域

評議員。

ご意見・お問合わせ等 090-8115-3715 【U R L】 www.oginoyasuo.com
【E-mail】tokorozawa@oginoyasuo.com
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